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健 康 ガ イ ド
すこやか生活習慣教えて！医学

花粉症、アトピー性皮膚炎、気管支喘息、食物アレルギーなどに代表されるアレ
ルギー疾患に悩まされている子どもの患者は多くおり、特に食物アレルギーは
年々増加しているといわれています。
(公財)日本アレルギー協会は毎年2月20日を｢アレルギーの日｣、2月17～23日
を｢アレルギー週間｣と定め、さまざまな普及啓発活動を実施しています。
〇アレルギーの原因となる食物
アレルギーの原因となる食物は人によって異なります。1つだけではなく、複数
の食物でアレルギー症状が出ることもあります。
原因となる主な食品は、鶏卵、牛乳、木の実類、小麦、落花
生で食物アレルギーの80％を占めています。
その他にも魚卵、果物類、甲殻類、魚類、大豆、そばなどが
原因の場合もあります。
〇食物アレルギーの症状
アレルギーの原因となる食物を食べたり、触れたり、吸い込んだりすることで、
さまざまな症状が起こります。
皮膚症状ではかゆみや赤み、蕁麻疹。呼吸器症状では咳や呼吸困難。消化器
症状では腹痛や吐き気、下痢など、体のさまざまな臓器で現れます。
｢意識がなくなる｣｢血圧が低下する｣といった重い症状が出ることをアナフィラ
キシーショックといい、一刻も早く医療機関で治療する必要があります。
〇観察するべきポイント
①何を食べたか　②どれだけ食べたか　③食べてから発症までの時間は？
④症状の持続時間は？　⑤症状の特徴は？
⑥食べるたびに症状を繰り返しているか？
特に子どもは症状を具体的に伝えることが難しいため、
周りの大人が注意を払う必要があります。
これから春の花粉症も増えてくる時期になります。症状
が出た際には、医療機関を早めに受診し、子どもの症状
に応じた適切な治療を受けてください。
参考：消費者庁｢令和3年度食物アレルギーに関連する食品表示に関する調査研究事業報告書｣
g地域保健センター　i048-256-1120　k048-256-2023

～子どものアレルギーに要注意～

さ　 さ　 き　　　ゆう すけ

泌尿器科　　佐々木　佑介

尿路結石を予防しましょう

尿路結石とは、腎臓・尿管・膀胱・尿道といった尿の通り道に生じた
結石(カルシウムなどが結晶化したもの)の総称であり、腎臓と尿管の
結石は上部尿路結石、膀胱と尿道の結石は下部尿路結石と分かれて
います。尿路結石症は治療後も再発することが多く、5年で約50％の
人が再発するといわれており、日頃からの予防が非常に大切です。
日常生活での予防策としては、水分摂取や食生活の改善などが挙げ
られます。
水分を摂取することで、結石の成分であるカルシウム、シュウ酸、尿酸
などの濃度を減少させることができます。そのため1日の尿量が2リッ
トル以上となるよう十分な水分摂取を心掛けましょう。ただし、ブ
ラックコーヒーや紅茶、ウーロン茶、緑茶は｢シュウ酸｣が多く含まれて
いるため注意が必要です。なお、ブラックコーヒーや紅茶はミルクを
混ぜて飲むことで、シュウ酸とカルシウムが腸内で結合し便として排
泄されるため、尿中のシュウ酸濃度が下がります。
食生活に関しては、具体的には動物性たんぱく質の摂取制限(1.0ｇ
/kg/日以下)や、塩分制限(男性7.5ｇ/日未満、女性6.5ｇ/日未満)に
加え、一定量のカルシウム摂取(600～800㎎/日)などに取り組みま
しょう。
これらに気を付けていても、発症や再発してしまい治療が必要になる
場合は、まずかかりつけ医に相談し、必要に応じて当院を外来受診し
てください。

川口市立医療センター
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問い合わせ…交通安全対策課（西川口駅前分室２階）　i０４８-２５9-9023　k０４８-２５4-3471

通院は1日から！ 自転車の単独事故でも！ 2月3日㈪～受付開始

大人：500円　18歳未満：100円

市内に居住し、住民基本台帳に登録されているかた

①窓口で申し込み(現金での支払いのみ)
年会費 加入方法

加入できるかた

対象となる交通事故の例

交通災害共済の会員を募集します7年度
令和

・歩行中の自動車との接触事故
・自動車、バイク、自転車(小児用を除く)などの車両による事故
・自転車(小児用を除く)で走行中に転倒し、受傷した事故

共済期間：4月1日～令和8年3月31日
(4月1日以降の加入は申込受付時から共済期間が
適用されます)
※市内居住・共済期間中の事故が支給対象です。

•自動車事故はもちろん、自転車の単独事故などの軽い事故でも、必ず最寄りの交番や警察署へすぐに
届け出てください。届け出がないと交通事故証明書が発行されず、見舞金の請求ができません。
•交通事故以外の日常生活でのけがは対象ではありません。

交通安全対策課(西川口駅前分室2階)、支所、
駅前行政センター、駅連絡室、公民館での出張受け付け
※加入申込書が郵送されたかた(前年度加入されているかた)は
一部金融機関の窓口(郵便局を除く)でも手続きができます。

交通災害共済制度は、交通事故に遭ったかたに、その傷害の程度や治療の日数などに応じて見舞金を支給する
助け合いの制度です。 ※損害賠償責任補償がある自転車保険ではありません。

②インターネット申請で申し込み▶
(クレジットカード、PayPayでの支払いのみ)

新規加入申込書の
お取り寄せや制度
の詳細はこちら➡

公民館での出張受け付け　9：30～11：00
2月14日
（金）
里

公民館
前川南
公民館

上青木
公民館

芝富士
公民館

領家
公民館

2月20日
（木）

2月21日
（金）

2月27日
（木）

2月28日
（金）

万が一の事故に
備えて、ぜひ加入
しましょう

子どもはさまざまな体験をすることで「自立心」や「協調性」などを身に付けていきます。
本市ではさまざまな体験の場を提供するとともに、子どもたちの体験活動をサポートするボランティアの育成にも
取り組んでいます。今回はその中から「青少年相談員」の活動内容の一部をご紹介します。

問い合わせ…青少年対策室　i048-258-1115　k048-252-7776

青少年相談員
地域の子どもたちのよき「お兄さん・お姉
さん」として健やかな成長をサポートする
ボランティアです。「子ども好き」や「地域活
動に参加したい」という仲間を募集してい
ます。あなたも一緒に青少年相談員として活動に参加してみませんか？

市内で開催しているたくさんのイベントに参加しています！
詳細は青少年対策室へお問い合わせください。

体験教室通年

青少年相談員が主催する、子どもたち
の体験教室です。どんな体験にするか
は相談員で話し合って決めます。昨年
は“クッキーづくり”を行い、クッキーを
焼いている間はレクリエーションをし
て楽しみました。 市内在住・在勤・在学の18～39歳のかた

※保護者の同意があれば15歳以上（中学生を除く）も可
対 象

募集!!

になって子どもの成長を支えよう！青少年相談員

子ども自然体験村
県外のキャンプ場で実施する2泊3日の
自然体験事業です。
キャンプリーダーとして、参加する子ども
たちにテントの設営や火おこし、炊事の
手順などを教えます。

7月

• リーダーが格好良かった
• 大人になったらやってみたい  参加者の声

公民館で共同生活をしながら学校へ通
う、3泊4日の共同生活体験事業です。
生活指導者(リーダー)として、参加する
子どもたちに、料理や掃除の仕方など
を教えます。

通学合宿6・11月

• 不安だったけどリーダーのおかげで楽しく過ごせた
• 優しく教えてくれてうれしかった！  参加者の声


